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次 第

平成２８年第４回本庄市教育委員会定例会 議事日程

平成２８年４月２１日（木）

午後４時開議 委員室

１．開 会

２．前回会議録の承認

３．会議議事録署名人の指名

４．議 事

（１）本庄市立図書館運営規則の一部を改正する規則（議案第３６号）

（２）本庄市立図書館協議会委員の任命について（議案第３７号）

５．教育長の報告

６．その他

７．閉 会

配付資料
・「平成２８年第４回本庄市教育委員会定例会議案」

・「平成２８年第４回本庄市教育委員会定例会議案 新旧対照表」



・「平成２８年第４回本庄市教育委員会定例会議案関係例規」

・「教育長の行動記録」

・「平成２８年３月１６日市議会本会議教育長答弁書」

・「平成２８年度主要事業と今年度の課題」

・「平成２８年度本庄市市民総合大学開講式について」

・「本庄市いじめに関する調査」

・「平成２７年度卒業生進路先」

・「２０１６イースタン・リーグ公式戦」

主 管 課 教育総務課

会 議 の 経 過

教 育 長 ただいまから、平成２８年第４回本庄市教育委員会定例会を開会させてい

ただきます。

本日は、落合委員から定例会に遅れて出席するとの連絡がありましたので

ご了承願います。開会にあたりまして一言ご挨拶させていただきます。４月

１日に市長より教育長に任命されました。委員の皆様方にはこれまで２年間

お世話になりましたが、新制度の教育長として引き続きよろしくお願いいた

します。新制度におきましてはご案内のとおり、委員長と教育長が統合され

た教育長となりましたが、富沢委員におかれましてはこれまで委員長として

大変お世話になりました。ありがとうございました。なお、新制度におきま

しては教育長職務代理者を教育長が指名することとなっておりますので、４

月１日付けで、富沢委員を教育長職務代理者に指名させていただきました。

よろしくお願いいたします。合議体の組織である教育委員会自体の変更はご

ざいませんので、委員の皆様方には引き続きよろしくお願いいたします。

私の教育についての考え方について、今般の第１回市議会定例会において

ご質問をいただきました。その答弁の概要を配付させていただきましたの

で、ご説明いたします。今回の３月議会において、本庄市の教育についての

質問がありました。主な質問の要旨といたしましては３点で、教育長として

のこの２年間の検証、「本庄市の教育大綱」と市の教育理念について、「生き

る力」をどのように考えるかについてのご質問をいただきました。それに対

しての答弁でございますが、まずは２年間の検証についてご説明いたしま

す。学校教育につきましては、「信頼と魅力の学校づくり」を目標に、校長

へ指示をしてまいりました。信頼は教育の基盤であり、信頼なくしては、教

育は成り立ちません。魅力につきましては、子供にとっても、保護者にとっ

ても、地域の皆様方にとっても、教職員にとっても魅力のある学校、私たち



の学校、そういった学校づくりを校長に指示し、その視点について３点示さ

せていただきました。「安全で安心して学べる環境」、「授業の改善による学

力、体力の向上」、「自己有用感を育成する教育活動の充実」でございます。

特に２点目の「授業の改善による学力、体力の向上」についてですが、学校

はやはり授業が命でありますので、子供たちに「できた」「分かった」とい

う体験を通して、楽しく感じる授業づくりをお願いしたところでございま

す。こういった授業を変えることによって、不登校やいじめ、暴力行為など

の問題解決にもつながってくるものと思っております。社会教育分野、文化

財につきましては、ご覧の資料のとおりに触れさせていただきました。

次の「本庄市の教育大綱」につきましては、この作成に教育委員の皆様方

から貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。基本理念であ

る「世のため、後のための教育」は、塙保己一先生の言葉からとっており、

本庄市らしさの中に、教育の不易の部分を表しているものと認識しておりま

す。この大綱や本庄市総合振興計画、教育基本法等の様々な関係法令により、

本市の教育を推進してまいります。その中で特に５点を挙げさせていただき

ました。１点目は「自ら学び、心豊かで、健やかな子供の育成」、これは「生

きる力」を表しております。２点目は「自他の生命と人権を尊重し、思いや

りの心の育成」、３点目は「塙保己一の遺徳に学び、伝統や文化の普及・振

興による、健全な郷土意識の育成」、４点目は「豊かな学びの場のもとに、

市民一人ひとりが、生涯にわたって学び続け、自らの人生を豊かなものとさ

せるとともに、学びの成果を生かすことのできる社会の実現」でございます。

特に学びの成果を生かすことについては、学校教育への還元も期待している

ところでございます。５点目については、「安全安心で快適な教育環境の整

備充実」を挙げさせていただきました。

続いて、「生きる力」をどのように考えるかについてのご質問でございま

すが、これは学習指導要領の理念であります。これからの子供たちが生きて

いく社会を考えると、今以上に変化が激しく、また、厳しいことが予想され

ます。そういった時代をたくましく生きていく力ということで、確かな学力、

豊かな心、そして、健康・体力をしっかり身につけさせて、新たな課題に挑

戦し、自ら解決していく意欲と自身を持たせることが大切と考えておりま

す。今般の熊本の地震のような場面において、正解のない問題に対してどの

ようにして自分で解決していくのか、という力を付けていくことが今後ます

ます求められていくものと思っております。

「豊かな心」につきましては、塙保己一を本市教育の象徴として普及啓発

を図っていきたいと答弁させていただきました。

最後に「確かな学力」についてですが、これが大きな学校教育の課題であ

ります。基礎基本の徹底を図り、それを活用し積極的に課題解決できる児童

生徒の育成を目指し、やらされる学びから、主体的な学びへの転換、そのた



めの授業改善を進めていきたいということを答弁させていただきました。

まとめとして、教育委員会は学校の最大の応援団でなければならないと締

めくくりました。

また、「塙保己一を学校現場においてどのように扱うか」という再質問が

ございました。塙保己一の生き方から学ぶとともに、本庄の子供たちには、

誇りを持って、塙保己一をほかの人に伝えることができるようにしていきた

いと答弁させていただきました。

今回ご質問がございましたので、私の考えということでご紹介させていた

だきました。

皆様方のご指導をいただきながら努めさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。

それでは、議事日程に従いまして、進めて参ります。

まず、前回会議録の承認をお願いします。

事 務 局 前回開催されました定例会の会議録につきましては、あらかじめ委員の皆

様に配付させていただき、ご確認いただいております。特に異議等ございま

せんでしたので、承認されております。

教 育 長 それでは、署名をお願いします。

続きまして、本日の会議録の署名人を指名させていただきます。

本日は、岡崎委員にお願いいたします。

次に、議事日程４の「議事」へ入ります。

本日の付議事件は、２件となっております。

それでは、議案第３６号について、事務局から説明を求めます。

高木図書館

長

議案第３６号本庄市立図書館運営規則の一部を改正する規則についてご

説明申し上げます。

議案書１ページをお願いいたします。

はじめに、提案理由についてご説明申し上げます。

本議案につきましては、図書館における複写サービスについて利用者の負

担額を定めたいので、ご提案申し上げるものでございます。

図書館における複写サービスは、資料提供の一環として、著作権法の範囲

内で認められております。複写に係る費用は、図書館運営規則の中で、利用

者が「実費を負担する」こととされておりますが、その額については規定が

なく、本庄市行政資料等の複写実費徴収規則を準用しておりますことから、

複写に係る額を定めようとするものでございます。

次に、議案内容をご説明いたします。

別紙、新旧対照表もあわせてご覧いただきたいと存じます。



本庄市立図書館運営規則の一部を次のように改正する。

第９条中「経費の実費」を「次の表に定める金額」に改め、同条に次の表

を加える。

金額、単色刷り１枚につき１０円、多色刷り１枚につき２０円、備考につ

きましては記載のとおりです。

附則は、この条例の施行期日を公布の日とするものです。

以上で、議案第３６号の説明を終了いたします。

慎重審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。

教 育 長 ただいま議案第３６号について、ご説明いただきました。ご質疑は、ござ

いませんか。

落合委員 単色刷りの金額を１０円としましたが、この算出根拠は何ですが。１０円

でこのままいくのか、利用状況によっては下がっていくのですか。

高木図書館

長

本庄市行政資料等の複写実費徴収規則が今回見直されまして、単色刷り１

枚１０円につきましては、従前どおりの金額ではありますが、コピー機のリ

ース料金や紙代等を勘案いたしまして単価を算出したものでございます。実

費額が今後変わらなければ、１０円は変更ないものでございます。

富沢委員 教育委員会以外でもこのような改正は常時行われているのですか。

高木図書館

長

実費徴収しているところは他にはないわけですが、図書館では実費徴収の

規定を定めており、規則の中で金額を定めるために今回一部改正の規則を提

出いたしました。

落合委員 複写の方法についてですが、お願いして複写してもらうわけですか。

高木図書館

長

必要なページを申し出ていただき、図書館の職員がコピーをいたします。

教 育 長 それでは、議案第３６号については、原案のとおり承認することで、ご異

議ございませんか。

教育委員 異議なし。

教 育 長 異議がありませんので、議案第３６号本庄市立図書館運営規則の一部を改

正する規則については、承認することに決定しました。

次に、議案第３７号について、事務局から説明を求めます。

高木図書館

長

議案第３７号本庄市立図書館協議会委員の任命についてご説明申し上げま

す。

議案書２ページをお願いいたします。

はじめに、提案理由についてご説明申し上げます。

本議案につきましては、平成２８年３月３１日をもって欠員となりまし

た本庄市立図書館協議会委員につきまして、本庄市立図書館設置及び管理に

関する条例第８条第２項の規定に基づき、新たに委員を任命したいので、ご

提案申し上げるものでございます。

退任した委員は、本庄市青少年相談員協議会から選出された委員であり、



同協議会から委員の推薦をいただいております。

次に、議案内容をご説明いたします。

本庄市立図書館協議会委員を次のとおり任命する。

１の氏名等ですが、氏名と略歴を申し上げます。

氏名 おがわ ちひろ

略歴 青少年相談員 でございます。

生年月日及び住所につきましては、記載のとおりです。

２の任期でございますが、委員の任期は２年ですが、同条例第８条第３項

の規定に基づき、前任者の残任期間となりますので、平成２８年５月１日

から平成２９年４月３０日までとなります。

以上で、議案第３７号の説明を終了いたします。

慎重審議の上、ご議決賜りますようお願い申し上げます。

教 育 長 ただいま議案第３７号について、ご説明いただきました。ご質疑は、ござ

いませんか。

≪質疑なし≫

それでは、特に質疑がありませんので、議案第３７号については、原案の

とおり承認することで、ご異議ございませんか。

教育委員 異議なし。

教 育 長 異議がありませんので、議案第３７号本庄市立図書館協議会委員の任命に

ついては、承認することに決定しました。

これで議事を終了します。

次に、議事日程５の「教育長の報告」へ移ります。「行動記録」をご覧く

ださい。

３月２９日教育委員会定例会以降の行動記録でございますが、３１日、退

職者の辞令交付式がございました。教職員感謝状授与式が１０時３０分から

ございました。退職者は１５名。そのうち１２名が定年退職でございました。

４月１日には午前８時２５分から市長より教育長選任書の交付を受け、教育

長に選任されたところでございます。８時３０分からは新採用職員の入所

式、辞令交付式、再任用職員辞令交付式がございました。１１時からは教職

員の辞令交付式がございました。今年度は新採用の教職員が１３名でござい

ました。１３時３０分からは地区公民館と社会教育指導員の任命式がござい

ました。再任の方も多かったわけですが、新たに公民館長に２名が任命され

ました。２日は若泉公園の桜まつりで、年々盛大になっております。７日は

スポーツ推進審議会委員委嘱状交付式、任期は２年でございます。８日には

入学式があり、皆様方にはお世話になりました。小学校につきましては５９９名

の入学者、中学校につきましては６３６名の入学者がございました。１０日



にはクロスカントリー＆ハーフマラソン大会が盛大に行われました。１１日

は第１回の市内校長会がございました。１４日は埼玉県都市教育長協議会総

会があり、さいたま市へいってまいりました。１５日には市内教頭会、午後

には北部地区教育長会議がございました。１６日は山中杯中学校野球大会が

あり、今回は本庄西中学校が優勝いたしました。１９日は庁議、２０日はＪＡ

ひびきの組合長にお越しいただき、毎年のことですが、学校に社会科の教材

をいただきました。

次に、議事日程６の「その他」へ移ります。事務局から何かございません

か。

浅香教育総

務課長

平成２８年度教育委員会各課の主要事業と今年度の課題について、資料を

お手元に配付させていただきましたので、各課長より順に説明をさせていた

だきます。

教育総務課から説明させていただきます。今年度の主要事業につきまして

説明いたします。（１）から（４）までは主に教育総務課庶務係の業務で、

教育委員会の運営庶務、小中学校教材備品に関すること、学校給食に関する

こと、教育委員会事務局内に連絡調整に関することを挙げております。

（５）につきましては、今年度の学校施設の整備・工事に関することを挙

げております。アの本庄東中学校の関係ですが、おかげさまで昨年度新しい

校舎が完成いたしまして、今年度でこの５年間の工事が終了する予定です。

校舎の解体につきましては、４月現在ですべて終了いたしました。外構・グ

ラウンド整備工事につきましては今年の１０月までの予定でございます。ま

た、グラウンドの北にはプールを建設する予定です。プールの１階には運動

部の部室棟７部屋、それから体育倉庫をつくる工事がございます。こちらは

７月から２月にかけての工事になります。また、引き続き文化財で発掘した

ものを整理・まとめてまいります。

イの外壁工事につきましては、児玉小、藤田小、北泉小、本庄南中で防水

改修を行います。

ウのグラウンド改修工事につきましては、グラウンドの傷みがひどく、水

はけの悪い本庄南小と金屋小で行います。

また、エとして、児玉小に下水道が整備されますので、下水道に接続する

工事を行い、既存の浄化槽は解体いたします。

オとして、本庄西小学校の南側の駐車場を４０台から５０台駐車できるよ

うに整備する予定です。

カとキでは今後の工事の設計業務を挙げさせていただきました。本庄南

小、旭小の外壁防水改修のための実施設計、また、トイレの大改修を平成２９

年度から数年をかけて実施する予定ですが、それに必要な設計業務を児玉

小、本庄南中に対して行います。

２番目にそれに対する課題として、（１）から（８）まで挙げさせていた



だきました。新教育委員会制度につきましては、新教育長の主宰によります

定例会等の会議の進行がスムーズにいくよう、事務局として働きかけてまい

ります。総合教育会議も市長部局との連携で開催してまいります。

（２）の本庄東中学校の建設ですが、建設中はグラウンドの使用に制限が

ございます。体育の授業やクラブ活動に影響がないように、今年１年工事の

安全安心を前面に押し出しながら行ってまいります。

（３）各学校との連携につきましては、営繕工事や備品整備について、学

校からの要望等を反映できるように、事前の説明を十分に行い、双方の意思

の疎通を図ってまいりたいと思っております。

（４）学校給食につきましては、給食費にプラス８パーセント、１食につ

き約２０円分の補助を行い、献立の充実を栄養士と連携をとりながら進めて

まいります。消費税に係る給食費の改定につきましては、給食センターとの

連携も深めながら、保護者へのアンケート等も考えてまいります。

（５）校務支援システムにつきましては、この４月に全小中学校でスター

トできました。その利便性を調査・検証し、今後のグレードアップにつなげ

てまいりたいと存じます。

（６）ＰＣ教室のパソコンについてですが、今年は小学校では旭小、中学

校では本庄西中のパソコンをリプレイスしますが、それに合わせて無線ＬＡＮ

の整備やタブレット端末の導入をしてまいります。

（７）高額備品の整備につきましては、特に楽器類について、いままで更

新できなかったグランドピアノや吹奏楽部で使用する楽器の配備を行って

まいります。旭小と本庄南小にグランドピアノを、３中学には高額な楽器を

購入してまいります。

（８）校庭の芝生化ですが、今年が７校目になります。本庄東小学校で計

画しているところでございます。一番大きな学校ですので、全面ではなく適

正な場所をコーナー化して、芝生を確保していきたいと考えております。教

育総務課の事業は以上でございます。

木村学校教

育課長

それでは、平成２８年度 学校教育課所管の 主要事業並びに課題につい

て ご説明いたします。資料の３ページをお願いいたします。

はじめに、今年度の主要事業でございますが、（１）学事係の主要事業と

致しまして、アからケまで９つの事業を行って参ります。各事業につきまし

て簡単にご説明いたします。

ア、学校保健活動事業では、児童生徒の負傷等に対し災害共済給付金の支

給を行います。

イ、入学準備金貸付事業では、経済的理由で高校・大学等への進学が困難

な生徒・学生に対して必要な費用の貸付けを行います。

ウ、遠距離通学支援事業では、本泉地区、上仁手地区の児童生徒の通学の

安全確保と保護者の負担軽減のためにスクールバスの運行等の補助を行い



ます。

エ、小学校保健活動事業では、児童・教職員の健康診断や検査、就学時健

康診断の実施により児童・教職員の健康管理を行います。

オ、小学校就学援助事業では、経済的理由により就学困難と認められる児

童の保護者に対して就学援助費を支給いたします。

カ、中学校保健活動事業では、生徒・教職員の健康診断や検査の実施によ

り生徒・教職員の健康管理を行います。

キ、中学校就学援助事業では、経済的理由により就学困難と認められる生

徒の保護者に対して就学援助費を支給いたします。

ク、私立幼稚園就園奨励事業では、幼稚園在園児の保護者に対し、保育料

等の減免により経済的負担の軽減を図ります。

ケ、私立幼稚園振興事業では、幼稚園の設備・備品等の充実を図るととも

に、健診・検査の実施により園児の健康管理を行います。

次に、（２）指導係の主要事業と致しまして、ア～クまで８つの事業を行

って参ります。各事業につきまして簡単にご説明いたします。

ア、人権教育研修会等実施事業では、人権教育の充実に資するために、小

中学校での研修会の実施や研究委嘱等を行います。

イ、英語教育推進事業では、外国語活動及び英語教育充実に向けて、外国

語指導助手（ＡＬＴ）を各学校に配置します。特に、今年度より年間を通し

てＡＬＴを配置し、夏季休業中に英語力向上プログラムや、教職員の英語教

育研修会等を実施し、内容の充実を図ります。

ウ、外国人児童生徒受入事業では、日本語指導を必要とする外国人児童生

徒に対して、日本語指導教室補助員（通訳）を配置し、日本語指導の充実を

図ります。

エ、教育活動支援事業では、学校で行う特別活動に対し、講師謝金や保険

料を手当てし、活動の充実を図ります。特に、本年度より、中学校３年生を

対象に、部活動が終了した７月下旬より２月頃まで、各学校において、地域

人材を活用した「放課後等学習支援活動」を実施し、学習習慣の定着や学力

の向上を図ります。

オ、教育相談事業では、いじめや不登校等の防止や早期対応を図るために、

さわやか相談員や学校生活支援員、スクールソーシャルワーカーを小中学校

に配置します。

なお、さわやか相談員については、よりきめ細かな相談が行えるよう１名

増員いたしました。また、本年度も子どもの心の相談員を教育支援センター

に配置し、児童生徒・保護者等の相談業務を行います。

カ、ふれあい教室運営事業では、ふれあい教室に相談員や指導員を配置し、

長期にわたり学校を欠席している児童生徒の再登校を支援して参ります。

キ、学習サポート事業では、全ての学年が複数学級である小学校に、学習



補助教員を配置し授業のサポートを行います。

ク 特別支援教育推進事業では、特別支援教育の充実を図るために、主に

特別支援学級に在籍する児童・生徒の学習活動の支援や、安全管理、介助等

をするために特別支援教育補助教員を配置します。

なお、本年度は支援を必要とする児童生徒の増加に伴い１名増員いたしま

した。

以上が、学校教育課所管の本年度の主要事業でございます。

次に、今年度の課題といたしましては、４ページに６点書かせていただき

ました。特に、上の主要事業の中の新規・拡充した事業とも関連いたします

が、まず、（１）学力の向上と体力の向上を重要な課題としています。その

ために、各学校の授業改善と日々の授業の充実のための指導・支援、学力向

上担当指導主事の活用と学校訪問の充実、本庄市学力向上推進委員会、本庄

市体力向上推進委員会の機能的な運営に取り組みます。

次に、（２）豊かな心の育成、特にいじめ防止に向け、いじめ防止条例に

係る連絡協議会等の運用といじめ防止基本方針の策定に取り組みます。

また、（３）新採用教職員（教諭・事務）の指導・育成に向け、計画的な

初任者指導の実施。事務の共同実施を検討して参ります。

その他、（４）小中連携のさらなる推進、（５）英語教育推進事業における

夏季休業中のＡＬＴの活用と体験活動・研修の充実、（６）特別な支援が必

要な児童生徒への就学相談の充実を図りたいと考えております。

以上で、学校教育課の説明を終わります。よろしくお願いいたします。

山田事務局

次長兼生涯

学習課長

今年度の生涯学習課の主要事業についてご説明申し上げます。

まず、生涯学習推進事業ですが、生涯学習を振興するため、生涯学習推進

大会を開催いたします。第１０回本庄市文化団体連合会文化祭と同時開催い

たします。日時は平成２８年１０月２３日日曜日、会場は児玉文化会館セル

ディです。

次に、児玉中央公民館、児玉公民館で活動する文化団体等による成果発表

の場としまして、第１０回こだま芸術文化のつどいを開催いたします。日時

は平成２９年３月４日土曜日から平成２９年３月５日日曜日、会場は児玉中

央公民館、児玉文化会館を予定しております。

続きまして、市民総合大学推進事業ですが、本市の生涯学習事業の中核と

なります「市民総合大学」のシニアコースは本庄キャンパスと児玉キャンパ

スの２会場に分かれています。ミドルコースは１講座から参加できる選択講

座で、市民の生きがいを増進するとともに街づくりを推進するものです。ま

た、ジュニアコースは全講座選択講座で、土曜日、祝日や夏休みに開催いた

します。主にミドルコースと世代間交流講座を行います。開講式は平成２８

年４月２３日土曜日、児玉文化会館セルディで行います。開催期間は平成２８

年４月から平成２９年３月までです。学習内容ですが、シニアコースは９講



座９回全講座必修、ミドルコースは３４講座９９回全講座選択、ジュニアコ

ースは１０講座１５回全講座選択です。目や耳、体の不自由な方にも安心し

て受講できるよう対応しております。会場は児玉文化会館、本庄市市民活動

交流センター（はにぽんプラザ）、早稲田リサーチパーク等です。閉講式は

平成２９年３月１８日土曜日、児玉文化会館で行います。

次に、成人式開催事業ですが、新成人の社会参加を祝う式典「成人の祝い」

を開催します。日時は平成２９年１月８日日曜日、開催予定で会場は本庄市

民文化会館で行います。

次に、青少年教育推進事業ですが、一つ目は「子ども大学ほんじょう」の

充実を図ります。今年度もこども大学ほんじょう実行委員会主催により児玉

郡市全体で開催いたします。小学校５・６年生の子どもたちが小学校では体

験できない活動や講義に参加することで、活力ある次世代の育成をめざしま

す。開催期間は平成２８年６月から平成２８年１２月の開催予定です。学習

内容は講義全１０回を予定しております。入学式は平成２８年６月２６日日

曜日開催予定です。ものごとの原理やしくみを追求する「はてな学」、地域

を知り、郷土を愛する心を育てる「ふるさと学」、自分を見つめ、人生や将

来について考える「生き方学」の３分野について学びます。終了式は平成２

８年１２月３日土曜日を予定しております。会場は早稲田リサーチパーク等

です。２つ目は本庄市青少年育成市民会議ですが、政治や科学への見聞を広

めて、未来を建設する青少年を育成するため青少年育成管外研修として、国

会議事堂や日本科学未来館等を見学いたします。日時は平成２８年１０月開

催予定です。次に、青少年健全育成のつどいですが、青少年の主張発表、育

成功労者の表彰など青少年育成を推進するイベントです。日時は平成２８年１

１月２６日土曜日開催予定で会場は本庄市市民活動交流センターです。次の

親子名作映画劇場ですが、親子での楽しいひと時を提供し、よりよい親子関

係を築くことを目的として開催しております。日時は平成２９年２月１８日

土曜日開催予定です。会場は児玉文化会館、本庄市民文化会館です。

次に、家庭教育支援事業ですが、親の学習事業の推進です。本庄市親の学

習手引書及び本庄市親子手帳を配布するとともに、本庄市親の学習手引書を

活用した親の学習事業を市内各所で推進します。

次に、塙保己一先生の遺徳顕彰ですが、一つ目が総検校塙保己一先生遺徳

顕彰会総会です。顕彰会の総会（前年度事業報告・決算報告及び今年度事業

計画・予算計画）を実施します。日時は平成２８年５月２１日土曜日開催予

定です。会場は児玉文化会館です。二つ目は、総検校塙保己一先生遺徳顕彰

祭です。郷土の偉人塙保己一先生の遺徳を偲ぶイベントで、塙保己一先生の

命日に開催いたします。最後に埼玉県塙保己一賞授賞式です。塙保己一賞（障

害がありながら不屈の努力を続け社会的に顕著な活躍をしている人や援助

者を表彰）の授賞式の開催に協力いたします。日時は平成２８年１２月１７



日土曜日開催予定です。会場は児玉文化会館です。

次に、生涯学習課の今年度の課題ですが、一つ目が公民館の再配置につい

てです。耐震性能が未確認で老朽化が進行している公民館については、耐震

化や必要な改修工事を進めるとともに、公民館運営審議会や利用者団体等の

意見を参考にしながら、将来的なニーズや避難所としての活用を考慮のう

え、統廃合や周辺施設との複合化を本庄市総合振興計画に盛り込まれた「生

涯学習総合センター」の設置とあわせて検討いたします。

二つ目が、総検校塙保己一先生遺徳顕彰会の活性化です。顕彰事業の拡充

と減少傾向にある会員数の拡大が課題です。取り組みとしては、従来の事業

を推進するとともに、昨年度の銅像建立を契機として塙保己一先生の事業顕

彰を市内外にさらに広め、会の活性化と会員数の拡大を図ります。

以上で、説明を終わります。

杉原文化財

保護課長

続きまして、文化財保護課の今年度の主要事業と課題につきましてご説明

いたします。今年度の主要事業ですが、１番目の文化財施設管理運営事業に

つきましては、歴史民俗資料館、塙保己一記念館、競進社模範蚕室の３館を

それぞれの館の特性に合わせて管理運営し、本市の歴史や文化について分か

りやすく市民に伝えるとともに市外にも発信していくものでございます。特

に明治時代の建造物を活用して内部展示しております歴史民俗資料館と競

進社模範蚕室については、今年度、耐震診断を実施する予定でございます。

競進社模範蚕室の誘導板を２基設置する予定でございます。また、展示解説、

見学のしおり等を作成いたします。同時に、外国人への対応といたしまして、

英語版も作成する予定でございます。資料館につきましては展示解説、記念

館につきましては展示解説と見学のしおり、競進社模範蚕室につきましては

見学のしおりとパンフレットを作成する予定でございます。いずれも日本語

版が１万部、英語版が３千部、作成する予定でございます。

２番目の遺跡発掘調査事業につきましては、一般住宅、企業誘致、店舗建

設等に伴う発掘調査事業を行うものでございます。また、本庄東中学校プー

ル建設予定地の発掘調査を実施するとともに、調査が終了している公共事業

の本庄早稲田の杜埋蔵文化財保存事業、本庄東中学校埋蔵文化財保存事業等

の整理業務や報告書の刊行を順次進めてまいります。

３番目の郷土資料の保存と活用事業につきましては、市内に残された歴史

資料の収集保存を図るとともに、整理作業を進め、郷土の歴史について市民

に分かりやすく周知していくものでございます。今年度は、郷土叢書シリー

ズの第６集として「本庄市の地名」、これは仮題ですが、発行してまいりま

す。こちらは、５００部発行する予定でございます。

４番目の文化財保存啓発事業につきましては、市内にある指定文化財や史

跡、国登録有形文化財等の保護を推進し、地域の中で活用するための整備を

行うものでございます。指定文化財の啓発冊子「本庄市の文化財」、これは



平成２０年度に一度発行いたしましたが、今年度また、刊行する予定でござ

います。また、案内板や標柱を順次整備してまいります。賀美橋につきまし

ては、橋燈を復元する予定でございます。

５番目の埋蔵文化財センター等の維持管理事業につきましては、埋蔵文化

財等の保存・管理及び資料の整理作業を実施するための施設を管理運営する

ものでございます。老朽化が進む市内各所の施設の集約化を図ってまいりま

す。

次に、今年度の課題でございます。１番目に競進社模範蚕室の外構工事で

す。今年度から２か年の予定で、競進社模範蚕室の外構工事を開始いたしま

す。平成２８年度は、トイレや休憩施設、物置の新築工事を実施いたします。

工事にあたっては、関係機関と細かく調整し、来館者や近隣住民の方への影

響を最小限にするよう努めてまいります。こちらにつきましては、本日午前、

市長に報告いたしました。また、２６日の庁議、５月の全協でも報告する予

定でございます。

２番目に出土遺物等の保管状況の改善、保管場所の確保及び整理室の集約

でございます。市内各所老朽化した施設に保管されている出土遺物を整った

環境のもとで集中して収蔵できるよう代替施設への移転や統合について検

討いたします。また、現在３か所に分散している整理室を集約するための準

備を行います。現在３か所にあります整理室は、旧隣保館、共和小学校の裏

にある施設、北泉小学校の校舎の１室でございます。この３か所に分散して

いる整理室を児玉総合支所の第２庁舎に集約する準備を進めております。児

玉総合支所の第２庁舎につきましては、今年度耐震診断を行い、平成２９年

度に耐震補強工事を行う予定でございます。このため、平成３０年度に移転

をしたいと考えております。

以上で、文化財保護課の説明を終了させていただきます。

海沢体育課

長

続いて、体育課の主要事業でございます。

（１）川淵三郎塾事業でございます。川淵三郎塾の継承として、早稲田大

学との連携により大学の先生を講師としてお招きし、少年期のスポーツ指導

者を対象とした講習会を開催する計画でございます。この講習会の期日は未

定ですが毎年２月から３月に開催しているものでございます。

次に、ウォーキングマップを活用した事業として、昨年に引き続きオータ

ムウォーク２０１６を実施いたします。この事業では、参加者に、事前にウ

ォーキングマップ全３０コースと記録シートを配布し、一定の期間を設定し

１０月から１１月を予定してございます。参加者各自が好きな時間、好きな

コースをウォーキングしてもらい、歩いたコースや距離、時間を記録シート

に記入し、各自が設定した目標を達成した場合に景品をプレゼントすると言

うものでウォーキングの動機付けとして行います。

次に、川淵三郎杯といたしまして、少年期の団体競技といたしまして今年



度はミニバスケットボール大会を８月に予定してございます。

（２）スポレクフェスタの開催でございます。開催期日は１０月１０日の

体育の日でございます。昨年は、３４会場で５２団体の参加を頂いての開催

でございました。現在、参加団体を確認しているところでございます。８月

から９月にかけて詳しいものをお知らせできると思います。

（３）本庄早稲田の杜クロスカントリー＆ハーフマラソン大会は体育協会

への交付金事業として行っているものでございます。４月１０日に行われた

大会の概要を申し上げますと、参加申込者数は記載のとおり 3,267 人で、完

走者数は 2,816 人でございました。

ゲストランナーは、気象予報士の平井信行さん、ランニングアドバイザー

の大島めぐみさんに参加を頂き、大会を盛り上げていただきました。また、

招待参加として、上武大学駅伝部から１１名、早稲田大学競走部から２名に

参加いただいております。

（４）は工事面の説明になります。仁手、秋平小学校グラウンドの夜間照

明安定器等の取替工事を３０灯分、老朽化したランプと安定器の交換を行う

ものでございます。

次の本庄総合公園体育館外壁改修実施設計業務委託は、シルクドームの外

壁に使われているタイルが浮いている箇所の補修工事を行うための設計を

委託するものでございます。

次の本庄総合公園体育館冷温水機伝熱管交換工事は、シルクドームのアリ

ーナの冷暖房に都市ガスを燃やして行っているわけですが、熱交換の効率が

低下したことから伝熱管を交換するものでございます。

次の本庄市民球場外野フェンス張替工事は、球場のレフト側のラバーフェ

ンスが劣化により剥がれてしまっていることから、張替を行うものでござい

ます。

次の若泉第１グラウンド夜間照明安定器等取替工事は、ランプと安定器が

１７６器ある訳ですが、これを５ヵ年かけて改修するもので、今年度で３年

目に当たります。

次に参考として記載したものについてご説明申し上げます。

プロ野球等開催実行委員会事業でございまして、指定管理者による事業に

なります。２０１６イースタン・リーグ公式戦につきましては、パンフレッ

トをお配りしていますので、こちらをご覧いただきたいと存じます。開催期

日は、５月１５日の日曜日でございます。埼玉西武ライオンズ対読売ジャイ

アンツ戦でございます。開場１１時、試合開始午後１時でございます。

次の埼玉西武ライオンズ応援バスツアーでは、昨年から交流戦に日程を調

整してございまして６月１１日でございます。

次に、少年野球教室を１２月開催予定でございます。埼玉西武ライオンズ

のプロ野球選手による野球教室で対象者は市内中学校５校または６校の軟



式野球部在籍者でございます。

２の今年度の課題といたしましては、スポレクフェスタの開催に当たって

のオープニングセレモニーのアトラクションの調整と参加団体の拡充があ

げられます。

（２）本庄早稲田の杜クロスカントリー＆ハーフマラソン大会では、運営

役員２９０名からの反省点や大会参加者の意見をランネットでの評価を参

考にしながら改善につなげていきたいたいと考えております。

（３）といたしまして、指定管理者による体育施設のメンテナンス技術の

向上と民間活力導入による市民サービス向上に向けた連携があげられます。

次の（４）といたしまして、体育施設予約システム利用促進があげられま

す。

体育課からは、以上でございます。

高木図書館

長

図書館の今年度の主要事業について、ご説明いたします。

（１）といたしまして図書館改修事業でございます。現在、本館改修工事

は９月末を工期として進められております。

アの本館のリニューアルオープンについては、工事完了後、書架や事務所

の移転、開館準備を行い、平成２９年１月の見込みでございます。オープン

時には、企画展や講演会等のイベントを実施する予定でございます。また、

中高生向け図書を中心に蔵書を充実させるとともに、現在、休館日としてい

る祝日開館を実施し、サービスの向上を図り、利用者の利便性を高めてまい

りたいと考えております。

イの３階フロアの活用については、改修により３階に新設する中高生活動

室とホールを使用し、中高生の活動や情報発信の場として活用し、中高生の

利用促進を図ってまいりたいと考えております。文科系部活動の発表の場と

したり、各学校の広報誌やパンフレット等を常設するなど、高校からの情報

提供の場として、中学生にも足を運んでくれるよう、中学校・高等学校とも

連携してまいりたいと考えております。また、多世代交流室の利用をＰＲし、

多くの方に気軽に利用してもらえるよう推進してまいります。

（２）といたしまして図書館サービス事業でございます。

アの蔵書の充実と窓口サービスの向上につきましては、図書や資料を充実

するとともに窓口サービスの一層の向上を図り、市民の図書館利用を増進し

てまいります。

イの文芸活動の振興につきましては、各種講座・講演会等を開催し、市民

の文芸活動を振興してまいります。

ウの児童サービスの充実につきましては、児童図書を充実するとともに、

各種おはなし会や工作教室等を開催し、子どもの健やかな育成を推進してま

いりたいと考えております。また、子どもたちの読書推進のため、小学生に

自分で読んだ本の名前を手書きで記入する読書通帳を配布してまいります。



エのブックスタートの実施につきましては、保健センターの乳幼児１０か

月健診に出向き、親子に絵本の読み聞かせを実演し、トートバックと絵本２

冊をプレゼントすることにより、絵本に親しむきっかけをつくり、家庭での

読み聞かせを推進してまいります。

オの移動図書館事業の推進につきましては、市内小学校と「はにぽんプラ

ザ」に移動図書館車「ほきいち号」を運行してまいります。昨年１０月より、

「はにぽんプラザ」に月２回運行しております。

カの小学校との連携につきましては、小学校へ出向いて、１年生を対象に

出張おはなし会の実施や、各クラスへの団体貸出を行い、総合学習を支援し

てまいります。

キのボランティア団体との連携と支援につきましては、読書会、おはなし

の会等のボランティア団体と連携して読書活動を推進するとともに、各団体

の事業を支援してまいります。また、読書会連絡協議会、おはなしの会連絡

会などの連合組織の事務局を務めてまいります。

続きまして、今年度の課題でございますが、（１）図書館本館の移転につ

きましては、本館は９月末を工期として改修工事を進めており、引渡しは１

０月中旬となる見込みでございます。リニューアルオープンに向け、移転、

開館準備、市民への広報等計画的に進めてまいりたいと考えております。

（２）中学校・高等学校との連携につきましては、３階の中高生活動室及

びホールの活用について、中学校・高等学校に働きかけ、具体的な活用方法

を協議してまいりたいと考えております。

（３）図書館システムリプレイスにつきましては、平成２９年１０月のリ

プレイスに向け準備を進めてまいります。

図書館につきましては、以上でございます。

教 育 長 ありがとうございました。平成２８年度の主要事業と課題につきまして、

説明がありましたが、ご質問等ございますか。

落合委員 学校訪問をした際、小学校の先生の帰る時間が大変遅いということでし

た。仕事を家に持ち帰ってできないため、学校で行うことになり、８時、９

時が当たり前の状況になっています。教育労働者として、どうでしょうか。

どうしたらよいかと考えた場合、ルーティンワークとして、担任が直接しな

くてもできることについて、支援していくティーチングアシスタントのよう

な存在が必要ではないでしょうか。このままでは、教育状況が悪くなってい

くと感じられます。

富沢委員 学校によっては、週に１回はふれあいの日として残業をしないで帰る日を

設けているそうですが、制度化する必要があると思います。教員の数を増や

すことが難しいことなら、教員でなくでもできる仕事をサポートすることで

す。今後、教員の仕事が少なくなっていくことはないので、早く帰っていけ

る環境を作ることが必要だと思います。



木村学校教

育課長

確かに、教員の負担軽減は、大きな課題となっております。学校教育課と

しては、今年度、在校時間の把握を始めたところです。校務支援システムや

補助教員、ふれあいディの完全実施などを各学校に定着できるように支援を

していきながら、教員の負担を軽減し、本来の授業に集中できるような体制

について、研究を進めてまいりたいと考えております。

境野委員 巷では、教員は遅くて当たり前、この学校は早く電気が消えているとか、

あそこの学校は何時ごろまで点いているとか、そういうことについて、学校

でもお困りの点はございませんか。

木村学校教

育課長

確かに遅くまで電気が点いている状況はございます。教員は仕事を家に持

ち帰れないため、遅くなるときもあると考えております。こちらとしても、

教員が早く帰れるよう支援してまいりたいと考えております。

教 育 長 これは大きな問題で、こうすればよいというものがございません。教育の

質を落とさないで、なおかつ、教員の勤務のあり方をどう改善していくかと

いう、難しい問題でございます。大きく２点、一つは、人事的サポートを含

め、教員の仕事をどのようにして減らしていくのか、もう１点は、教員自身

の意識の問題、遅くまでいるのが当たり前のようになっている面もございま

す。先ほどの説明にもありましたが、何時に学校に来て、何時に帰ったかい

う記録を見て、気づいていくこともあるかと思います。

ほかに、何か、ございますか。

浅香教育総

務課長

教育委員を参加対象とした、これからの各種会合のご案内と出欠一覧をお

配りしましたので、ご確認をお願いいたします。

１番目が、「児玉地区教育委員会連合会の総会と懇親会」ですが、５月６

日金曜日午後３時から上里町役場で総会、その後、小菊にて懇親会がござい

ます。

２番目が、５月定例会を５月１６日月曜日午後２時３０分に予定しており

ますが、定例会終了後、少々のお時間をいただき、今後の教育委員会の課題

のご説明や意見交換をしてまいりたいと考えております。これは、これから

の「総合教育会議」で議論されるテーマや教育委員会としての意思統一など

忌憚のない話し合いとしていく予定でございます。さらに、その夜午後６時

３０分から「市内校長会の歓送迎会」が埼玉グランドホテル本庄で行われま

す。

３番目が、「埼玉県教育委員会連合会総会」、５月２４日火曜日午後１時３０

分より行田市教育文化センター「みらい」で開催されます。

４番目が、「関東甲信越静総会」、５月２７日金曜日１２時４５分から八王

子市サザンスカイタワーで開催されます。

５番目が、「埼玉県市町村教育委員研究協議会」、６月６日月曜日午後１時



１０分よりさいたま市の県民健康センターで行われます。

以上をまとめた出欠表をつけましたので、会議終了後 出欠席の○×をご

記入いただき、浅香まで提出ください。

また、今年度の「総合教育会議」の開催を６月市議会閉会後の２７日月曜

日か３０日木曜日ごろに開催予定で、事務局が調整しておりますので、こち

らの都合も○×でご記入をお願いします。

木村学校教

育課長

では、学校教育課より、「３月の本庄市いじめに関する調査」についてご

報告いたします。お手元に配布いたしました「いじめに関する調査」資料を

ご覧ください。

３月の市内の調査結果でございますが、まず、市内小・中学校におけるい

じめの認知件数につきましては、１・２の表のとおりで、小学校では２７件、

中学校では３件、合計で３０件の認知件数でございました。

それらの認知件数のいじめの具体的な内容としては、小学校では「悪口や

意地悪なこと言われた」「冷やかしやからかわれた」「強い口調で言われた」

「遊びに入れないと言われた」などや「上履きが交換されていた」「怒って

たたかれた」「お尻を蹴られた」などでした。また、中学校におきましては、

「悪口や嫌がらせ」、「無料通信アプリで悪口を言われた」というものでした。

これら認知したいじめの現在の状況につきましては、保護者とも連携しな

がら指導を行い、現在のところ、３０件すべて解消となっております。

下段につきましては、平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日ま

で、平成２７年度の累計のいじめの認知件数及びいじめの現在の状況でござ

います。平成２７年度のいじめの認知件数は、小学校で１３２件、中学校で

２９件、合計１６１件でございました。

そのうち解消したものが１６０件、解消に向けて取組中のものが１件でし

た。この取組中の 1件は、特別支援学級に在籍の児童で、友達に対して「暴

言や暴力等」が現在も時々あるものです。この子については、「すきっぷ」

とも連携し、保護者に医療への接続を働きかけているが、なかなか進まない

状況があります。

昨年度は、年度途中でいじめの認知について、文科省の見直し等もあり一

昨年度より数的には増加しております。しかし、学校教育課としては、軽微

ないじめ、初期のいじめも積極的に認知し、解消に向けて取り組むことで、

悪質ないじめや重大ないじめにならないようにしてきたいと考えておりま

す。今後も各学校に対しまして、いじめの撲滅に向けての指導・支援を行っ

て参りたいと思います。

いじめに関する調査の報告は、以上でございます。

続いて、平成２７年度卒業生進路先についてご報告いたします。学校ごと

に進学先や進路状況が記載されております。公立４中学校では、公立の高校

等に進学した者が４８４名。また、私学又は就職、未定者も２名おりますが、



合わせて７１９名となっております。一番下段には、小学校６年生が私立中

学校に進学した数を掲載いたしました。本年度は市内で４９名が私立中学校

へ進学いたしました。

学校教育課からは、以上でございます。

山田事務局

次長兼生涯

学習課長

今後の事業等開催予定についてご報告いたします。主要事業の中で触れさ

せていただきましたが、平成２８年度本庄市市民総合大学 開講式を平成２８

年４月２３日に児玉文化会館ホールにて午後１時３０分から開催いたしま

す。基調講演として演題「和のこころ～今に活かす日本の知恵」、講師とし

て、「和楽舎」代表、辻川牧子先生に講演をお願いしております。

以上で、説明を終わります

教 育 長 ほかに、何かございますが。

≪なし≫

それでは、次回の定例会の日程を確認いたします。平成２８年第５回定例

会を５月１６日月曜日午後２時３０分から、場所については市役所委員室と

なりますが、皆様ご都合はよろしいでしょうか。

≪異議なし≫

それでは、平成２８年第６回定例会の日程について、事務局から説明を求

めます。

浅香教育総

務課長

平成２８年第６回定例会につきましては、６月２３日木曜日午後２時３０

分からの開会で予定しておきたいと思います。

教 育 長 ただいま、６月２３日木曜日午後２時３０分開会と説明がありました。ご

都合はよろしいでしょうか。

≪異議なし≫

以上で平成２８年第４回本庄市教育委員会定例会を閉会いたします。


